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学内の動き学内の動き

　令和 4 年 7 月 2 日（土）、 3 日（日）に帯広市のとかちプ
ラザにおいて、室蘭工業大学インフォメーションキャラ
バン in OBIHIRO（帯広）を開催しました。

　これは、本学の特色ある教育・研究・地域貢献の取り
組みを、市民の方に広く知ってもらい、また高校生に本
学のPRをするために開催するもので、札幌市を中心に
合計15回の開催をしてきました。

　今年は、初めて十勝地方である帯広市での開催となり
ました。

　今回のメインイベントは、SPECIAL TALK SESSION
（スペシャルトークセッション）で「宇宙開発の過去・
現在・未来を語る〜室蘭工業大学から宇宙へ！〜」と題
し、下記の出演者が宇宙開発の思いを語りました。

ファシリテーター：清水一道
ものづくり基盤センター長

パネリスト：内海政春
航空宇宙機システム研究センター長

堀尾宗平
インターステラテクノロジズ株式会社
開発部生産系GM/MOMOPM・本学OB

パーカー
創造工学科 3 年・YouTuber

　「SPECIAL TALK SESSION（スペシャルトークセッ
ション）については、室蘭工業大学YouTubeチャンネ
ルでご視聴可能となっております。
https://www.youtube.com/channel/UCul_dMAWZkc0
Nxs0DgawDLw

室蘭工業大学インフォメーションキャラバン
in OBIHIRO（帯広）を開催しました

スペシャルトークセッションの様子
（左から清水一道教授、堀尾宗平さん、内海政春教授、パーカーさん）
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入試相談コーナーの様子

室蘭市マスコットの「くじらん」と
室蘭工業大学キャラクターの「ムロぴょん」

先輩の話を聞こうコーナーの様子

　学校紹介コーナーでは、本学のセンター等のパネル展
示・パンフレット配布、大学紹介DVDの放映を行いま
した。

　そのほか、 2 日（土）は、オリジナルキーホルダーの製
作体験を行いました。さらに 3 日（日）は、本学教員によ

る出前講義 3 件を行い、多くの来場者で賑わいました。

　また、今年は室蘭市の開港150年・市制施行100年であ
ることを記念して、室蘭市のパネル掲示やノベルティ
グッズであるシールなどを配布しました。

学内の動き
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学内の動き

　令和 4 年 7 月27日（水）から 8 月 2 日（火）に、きたキッ
チン　オーロラタウン店にて道内大学ブランド食品フェ
アが開催され、室蘭工業大学公認商品を販売しました。

　 4 月に開催された「北海道大学フェア」に続く第 2 弾
としての開催となり、北洋銀行と包括連携協定を結んで
いる室蘭工業大学、帯広畜産大学、札幌医科大学、東京
農業大学生物産業学部の食品などが集結しました。

　室蘭工業大学からは、ナニナニ製菓製造の鐵の素クッ

キー、ジンギスカン鍋クッキー、また、母恋めし本舗塩
事業部製造のFCルルと昆布塩リリノンノを出品しまし
た。

　初日から 8 月 1 日まで、本学の清水教授と職員が店舗
に出向き、商品販売や大学の広報物と清水教授の著書を
配布しました。どの商品も人気があり、急遽在庫を追加
して対応しました。
　このイベントの様子はTVH道新ニュースやHTBイチ
オシで放映されました。

「きたキッチン　オーロラタウン店」で
道内大学ブランド食品フェアを開催しました

室蘭工業大学の出品商品 きたキッチン売り場の様子

商品を見せる清水教授
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　令和 4 年 7 月20日（水）、大学会館の多目的ホールにて、
第 1 回定例記者懇談会を開催しました。

　記者懇談会は、報道機関の皆さまとの相互理解や、定
期的な意見交換の場になることを目的としたものです。

　第 1 回目の今回は、本学の空閑学長から「学長ビジョ
ン〜室蘭工業大学のありたい姿」について、主に 3 つの
観点「教育」「研究」「共創」から、具体的な事例を交え
ながら発表がありました。

　報道機関の記者からは、論文引用度指数ランキングの
コンピュータ科学分野で 5 年連続 1 、 2 位にランクイン
していることや、令和 5 年度に新しく設置されるコン
ピュータ科学人材育成センター（仮称）の目的について、
また、新しく設置されたラボ「カーボンポジティブラ
ボ」に関する質問が寄せられる等、活発な意見交換の場
となりました。

　第 2 回は 9 月〜10月に開催の予定です。

定例記者懇談会を開催しました

学内の動き

多目的ホールで開催した記者懇談会の様子 テレビ局、複数の新聞社が参加
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　令和 4 年 7 月20日に、「専門高校フューチャープロ
ジェクト」における取組として、北海道札幌工業高等学
校の生徒に対して、本学教員による講演と大学訪問を実
施しました。
「専門高校フューチャープロジェクト」は、北海道教

育庁から指定を受けた北海道札幌工業高等学校と岩見沢
農業高等学校が大学等と連携し、将来の多角的ものづく
り人材の育成を図っています。本学では、令和 2 年度か
ら両校の生徒及び教員の人材育成に取り組んでいます。
　今回は、午前の部で札幌工業高等学校を会場に、清水
一道教授が「SDGsを考えた将来のものづくり人材につ
いて」と題して、ものづくりでは、モチベーション（熱）
を維持することが重要であることを 2 学年の生徒約

300名に講演を行いました。午後の部では、本学への進
学を検討する 1 〜 3 年生23名が本学を訪問しました。
　大学訪問では、ロボットアリーナにて、 3 Dプリン
ターや大学院生が作成したロボットを見学後、 2 グルー
プに分かれて体験講義を実施しました。グループ 1 は、
ものづくり基盤センターにて、清水一道教授の指導の下、
鋳造体験を行いました。グループ 2 は、髙瀬准教授が

「建築物の地震被害と耐震設計の歴史」について講義を
行いました。
　参加した生徒からは、「大学進学後がイメージできた」

「大学の実際の講義を受けられて良かった」と貴重な体
験に大変満足していました。

北海道札幌工業高等学校での講演と大学訪問を開催

清水教授の講演を聞く300名の生徒

髙瀬准教授の講義の様子

回路基板加工機を見学する生徒

清水教授による鋳造体験の様子

学内の動き
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国立大学法人室蘭工業大学の役職員の
報酬・給与等について

様式１　公表されるべき事項
国立大学法人室蘭工業大学（法人番号4430005010204）の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ　役員報酬等について
　 1 　役員報酬についての基本方針に関する事項
　　①　役員報酬の支給水準の設定についての考え方

　　②令和 ３年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入実績を含む。）

　　③　役員報酬基準の内容及び令和 ３年度における改定内容
　　　法人の長

　本学の役員に支給する期末特別手当（ボーナス）において、役員の俸給等に当該役員の職務実績に応じて、
期末特別手当額の100分の10の範囲内で増額又は減額することができることとしており、経営協議会の議を経
るものとしている。

　本学の主要事業は教育・研究事業である。役員報酬水準を検討するにあたって、他の国立大学法人、国家公
務員等のほか、以下を参考とした。
　事務次官年間報酬額･･･23，374千円
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　　　理事

　　　　理事（非常勤）

　役員報酬支給基準は、法人の長と同様であるが、俸給については、706,000円から
965,000円の範囲で法人の長が定めることとしている。
　なお、令和 3 年度については改定していない。

　役員報酬支給基準は、俸給及び諸手当（地域手当、通勤手当、単身赴任手当、期末特別
手当及び寒冷地手当）から構成されている。俸給については、国立大学法人室蘭工業大学
役員の給与、退職手当、紀律、旅費に関する規則に則り、俸給（965,000円）を支給して
いる。期末特別手当についても、同規則に則り、基礎額（俸給＋俸給×100分の20＋俸給
×100分の25）に100分の167．5を乗じ、さらに、基準日以前 6 箇月以内の期間におけるそ
の者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。また、この額は、文部科学省国
立大学法人評価委員会が行う業績評価の結果を勘案し、その者の職務実績に応じて、その
額の100分の10の範囲内で、これを増額し、又は減額することができる。
　なお、令和 3 年度については改定していない。

　該当者なし

情報・資料情報・資料
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情報・資料 

　　　　監事（非常勤）
　役員報酬支給基準は、俸給のみで構成されている。俸給については、月額193,000円の
定額としている。
　なお、令和 3 年度については改定していない。

　　 2　役員の報酬等の支給状況

注：「前職」欄の「※」は、独立行政法人等の退職者であることを示す。

役名
令和 3 年度年間報酬等の総額 就任・退任の状況

前職
報酬（給与） 賞与 その他（内容） 就任 退任

法人の長
千円 千円 千円 千円

16，427 11，581 4，734 112（寒冷地手当）
0　 （通勤手当）

Ａ理事
千円 千円 千円 千円

12，935 9，132 3，715 64（寒冷地手当）
24　 （通勤手当）

Ｂ理事
千円 千円 千円 千円

4 月 1 日
12，014 8，473 3，429 112（寒冷地手当）

0　 （通勤手当）

Ｃ理事
千円 千円 千円 千円

12，911 9，132 3，715 64（寒冷地手当）
0　 （通勤手当）

Ａ監事
（非常勤）

千円 千円 千円 千円
※

2，316 2，316 0 0（　　　　　）

Ｂ監事
（非常勤）

千円 千円 千円 千円

2，316 2，316 0 0（　　　　　）

　　 ３ 　役員の報酬水準の妥当性について
　　　【法人の検証結果】
　　　　法人の長

　本学は、未来をひらく科学技術者の育成、人間・社会・自然との調和を考えた創造的な
科学技術研究の展開、地域社会さらには国際社会における知の拠点として社会の発展への
貢献、という本学の理念に基づき、国際的通用性をもった科学技術者の育成、科学技術分
野における知の創造、産学官連携及び地域貢献を使命としており、学部及び大学院博士前
期課程を通じた教育の重点化、本学の特色を活かした特定分野における研究の高度化の推
進、学術研究成果を積極的に発信することによる地域の発展への貢献を学長のリーダー
シップの下で推進している。
　本学の学長は、教職員約300名を有する法人を代表し、その業務を総理するとともに、
校務を司り、所属職員を統督して、経営責任者と教学責任者との職務を同時に担っている。
また、本学は、学長の報酬月額を法人化移行前の国家公務員指定職俸給表の俸給月額を踏
まえて決定しているが、学長の職務内容の特性は上記のとおり法人化移行前と同等以上で
あり、これまでの各年度における業績評価の結果を勘案したものとしている。
　こうした職務内容の特性等を踏まえると、報酬水準は妥当であると考える。

　　　　監事
　該当者なし
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情報・資料 

　　　　理事
　本学には 3 名の理事がおり、学長のリーダーシップの下、それぞれが総務・学術担当及
び評価・財務担当、研究・連携担当として学長を補佐し、本学の業務を掌理している。
　理事の年間報酬額は他の工科系国立大学の理事の報酬水準（北見工業大学、電気通信大
学及び豊橋技術科学大学の理事の平均年間報酬額12,868千円：地域手当その他諸手当を除
く。）と同水準である。（令和 2 年度実績）
　こうした職務内容の特性や上記との比較を踏まえると、報酬水準は妥当であると考える。

　　　　監事（非常勤）

　　　　【文部科学大臣の検証結果】

　本学には 2 名の監事（非常勤）がおり、本学の業務全般についての監査を行っている。
監事（非常勤）の報酬支給基準は、常勤の役員の俸給をもとに算定している。
　監事（非常勤）の年間報酬額は他の工科系国立大学の監事（非常勤）の報酬水準（北見
工業大学、電気通信大学及び豊橋技術科学大学の監事（非常勤）の平均年間報酬額2,500
千円）と同水準でもある。（令和 2 年度実績）
　こうしたことから、報酬水準は妥当であると判断している。

　職務内容の特性や国家公務員指定職適用官職、他の同規模の国立大学法人との比較など
を考慮すると、役員の報酬水準は妥当であると考える。

　　　　監事
　該当者なし

　　　　理事（非常勤）
　該当者なし

注：「前職」欄には、退職者の役員時の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　退職公務員「＊」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後
　　独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

　　 4　役員の退職手当の支給状況（令和 ３年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区　分 支給額（総額） 法人での在職期間 退職年月日 業績勘案率 前職

法人の長
千円 年 月

該当者なし

理事
千円 年 月

該当者なし

監事
（非常勤）

千円 年 月

該当者なし
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情報・資料 

区　分 判　断　理　由

法人の長 該当者なし

理事 該当者なし

監事
（非常勤）

該当者なし

　　 ６ 　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

　役員に支給する期末特別手当（ボーナス）において、役員の俸給等に当該役員の職務実績に応じて、期末特
別手当額の100分の10の範囲内で増額又は減額することができることとしており、今後も継続する。

　　 ５ 　退職手当の水準の妥当性について
　　　　【法人の判断理由等】

　　　　【文部科学大臣の検証結果】

該当なし

Ⅱ　職員給与について
　 １ 　職員給与についての基本方針に関する事項
　　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

　本学職員の給与水準を検討するにあたって、一般職の職員の給与に関する法律に定める職種に応じた俸給表
の内、行政職俸給表（一）の平均給与月額を参考にした他、令和 3 年度職種別民間給与実態調査によるデータ
のうち、企業規模別（本学約300人）・職種別平均支給額を参考にした。

（ 1 ）国家公務員･･･令和 3 年度において、国家公務員のうち行政職俸給表（一）の平均給与月額は407,153円
となっており、全職員の平均給与月額は414,729円となっている。

（ 2 ）職種別民間給与実態調査において、本学と同等の規模（100人以上500人未満）で、事務係長の大学卒の
4 月の平均支給額は435,998円となっている。
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　　② 　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給の仕組み及び導入実績
を含む。）

賞与：勤勉手当（査定分）：基準日（ ６ 月 1 日・12月 1 日）以前における直近の人事評価の結果及び基準日以前
６ 箇月以内の期間における勤務の状況に応じて決定される支給割合（成績率）に基づき支給することができる。
   
昇給： 5 段階の昇給区分（号俸数）により、昇給日（ 1 月 1 日）において学長が定める日以前 1 年間における
勤務成績に応じて昇給することができる。

昇格・降格：勤務成績が特に良好な職員で本学が定める基準を満たしている者については、その者が従事する
職務に応じ、かつ総合的な能力の評価により、 1 級上位の級に昇格させることができる。また、勤務実績がよ
くない等のため降任した場合に、下位の級に降格させることができる。

　　③　給与制度の内容及び令和 3 年度における主な改定内容

　国立大学法人室蘭工業大学職員の給与等に関する規則に則り、俸給及び諸手当（俸給の調整額、俸給の特別
調整額、初任給調整手当、扶養手当、地域手当、広域異動手当、住居手当、通勤手当、単身赴任手当、特殊勤
務手当、超過勤務手当、休日勤務手当、管理職員特別勤務手当、期末手当、勤勉手当、寒冷地手当、入試手当、
学位論文審査手当、作業環境測定業務従事手当、大学主催事業等従事手当、安全衛生巡視業務従事手当及び長
期出向等手当）としている。
　期末手当については、期末手当基礎額（（（俸給月額＋俸給の調整額）＋扶養手当）＋これらに対する地域手
当及び広域異動手当＋役職加算額）に100分の127．5を乗じ、さらに基準日以前 6 箇月以内の期間におけるその
者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。
　勤勉手当については、勤勉手当基礎額（（俸給月額＋俸給の調整額）＋これらに対する地域手当及び広域異
動手当＋役職加算額）に勤務成績に応じて、学長が基準日ごとに定める割合を乗じ、さらに基準日以前 6 箇月
以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。
　なお、令和 3 年度は、以下のとおり給与制度の改定を実施した。

（ 1 ）俸給の特別調整額の支給対象職種の新設
　　・ 戦略的な方針の検討及び方針の具体化を進める際に、管理監督を行う職として新設した学長補佐に対し、

管理監督者として俸給の特別調整額を支給する。
（ 2 ）入試手当の入試区分の変更
　　・令和 3 年度大学入学者選抜実施要項の見直しに伴い、入試手当の入試区分を変更する。

（ 3 ）入試手当の改正
　　・ 令和 3 年度入学者選抜から新たな入試業務（調査書採点業務）が発生したため、当該業務に従事した職

員に対して、 1 回あたり7,000円の入試手当を支給する。
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区　　　分 人　　員 平均年齢
令和 3 年度の年間給与額（平均）

総　　額
うち所定内

うち賞与
うち通勤手当

常勤職員
人 歳 千円 千円 千円 千円

192 48.9 7，447 5，377 33 2，070

事務・技術
人 歳 千円 千円 千円 千円

81 42.5 5，605 4，116 30 1，489

教育職種
（大学教員）

人 歳 千円 千円 千円 千円

111 53.5 8，791 6，297 35 2，494

医療職種
（病院医師）

人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし

医療職種
（病院看護師）

人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし

その他医療職種
（看護師）

人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし

　 2 　職員給与の支給状況
　　①　職種別支給状況

区　　　分 人　　員 平均年齢
令和 3 年度の年間給与額（平均）

総　　額
うち所定内

うち賞与
うち通勤手当

常勤職員
人 歳 千円 千円 千円 千円

32 44.4 7，838 7，838 44 0

事務・技術
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
教育職種

（新年俸制適用教員）
人 歳 千円 千円 千円 千円

18 41.7 7，216 7，216 64 0
教育職種

（旧年俸制適用教員）
人 歳 千円 千円 千円 千円

14 47.9 8，637 8，637 18 0
医療職種

（病院医師）
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
医療職種

（病院看護師）
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
その他医療職種

（看護師）
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし

〔年俸制適用者〕

再任用職員
人 歳 千円 千円 千円 千円

4 62.5 2，904 2，440 40 464

事務・技術
人 歳 千円 千円 千円 千円

4 62.5 2，904 2，440 40 464
教育職種

（大学教員）
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
医療職種

（病院医師）
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
医療職種

（病院看護師）
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
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注： 非常勤職員の「特定職種（特定専門職員）」については、該当者が 1 人のため、当該個人に関する情報が特定される
おそれのあることから、区分以外は記載せず、非常勤職員全体の数値からも除外している。

注：在外職員及び任期付職員については、全職種で該当者がいないため省略した。

非常勤職員
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし

事務・技術
人 歳 千円 千円 千円 千円

教育職種
（大学教員）

人 歳 千円 千円 千円 千円

医療職種
（病院医師）

人 歳 千円 千円 千円 千円

医療職種
（病院看護師）

人 歳 千円 千円 千円 千円

〔年俸制適用者〕

非常勤職員
人 歳 千円 千円 千円 千円

12 50.2 5，801 5，801 18 0

事務・技術
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
教育職種

（大学教員）
人 歳 千円 千円 千円 千円

12 50.2 5，801 5，801 18 0
特定職種

（特定専門職員）
人 歳 千円 千円 千円 千円

医療職種
（病院医師）

人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
医療職種

（病院看護師）
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
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　　　② 　年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員（病院看護師））〔在外職員、
任期付職員及び再任用職員を除く。以下、④まで同じ。〕
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注 1 ：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。
注 2 ： 年齢20〜23歳の該当者は 1 人であるため、当該個人に関する情報が特定

されるおそれのあることから、年間給与については表示していない。

注 1 ：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。
注 2 ： 年齢32〜35歳、3６〜39歳、40〜43歳の該当者は 4 人以下であるため、当該

個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、年間給与額の第
1 ・第 3 分位については表示していない。
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注 1 ： 「副課長」には課長補佐相当職である「室長」及び「技術専門員」を、「係長」に
は係長相当職である「技術専門職員」を、「係員相当」には「事務職員」のほか

「技術職員」をそれぞれ含む。
注 2 ： 部長の該当者は 1 人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあるこ

とから、平均年齢及び年間給与の平均額については記載していない。
注 3 ： 課長の該当者は 4 人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあるこ

とから、年間給与の最高〜最低額については記載していない。

注： 講師の該当者は 3 人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあること
から、年間給与の最高〜最低額については記載していない。

（事務・技術職員）

（教育職員（大学教員））

分布状況を示す
グループ 人員 平均年齢

年間給与額
平均 （最高〜最低）

人 歳 千円 千円
部長 1
課長 4 50.0 7，290
副課長 11 53.4 6，679 7，050〜5，895
係長 36 46.2 5，913 6，902〜4，840
主任 12 35.5 4，799 5，547〜4，193
係員 17 30.1 3，949 4，956〜3，411

分布状況を示す
グループ 人員 平均年齢

年間給与額
平均 （最高〜最低）

人 歳 千円 千円
教授 46 57.7 9，910 11，240〜8，582
准教授 47 51.5 8，383 9，341〜6，897
講師 3 52.2 7，996
助教 15 47.1 6，540 7，204〜6，017

③　職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員（病院看護師））

区分 夏季（ ６ 月） 冬季（12月） 計

管理職員

一律支給分（期末相当）
％ ％ ％

54.9 54.1 54.5
査定支給分（勤勉相当）

（平均）
％ ％ ％

45.1 45.9 45.5
％ ％ ％

最高〜最低 52.6〜40.1 55.3〜40.1 54.0〜41.7

一般職員

一律支給分（期末相当）
％ ％ ％

57.3 57.4 57.3
査定支給分（勤勉相当）

（平均）
％ ％ ％

42.7 42.6 42.7
％ ％ ％

最高〜最低 47.4〜39.3 47.4〜39.0 45.2〜39.3

④　賞与（令和 ３年度）における査定部分の比率（事務・技術職員／教育職員（大学教員））
（事務・技術職員）
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（教育職員（大学教員））

○教育職員（大学教員）と国家公務員との給与水準の比較指標　89.1
注： 上記比較指標は、法人化前の教育職（一）と行政職（一）の年収比率を基礎に、令和 3 年度の教育職員（大学

教員）と国の行政職（一）の年収比率を比較して算出した指数である。

項　　目 内　　　　　容

対国家公務員
指数の状況

・年齢勘案  84.4
・年齢・地域勘案  93.6
・年齢・学歴勘案  83.8
・年齢・地域・学歴勘案 93.1
（参考）対他法人  96.8

国に比べて給与
水準が高くなっ
ている理由

給与水準の妥当
性の検証

（法人の検証結果）
【国からの財政支出について】
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合 55.93％

（国からの財政支出額 3，098百万円、支出予算の総額 5，539百万円：令和 3 年度予算）
【累積欠損額について】
累積欠損額 0 円（令和 2 年度決算）

【大卒以上の高学歴者の割合 69.14％（常勤職員数81名中56名）】
【支出総額に占める給与・報酬等支給総額の割合 40.6％】
（支出総額 5，176，099千円、給与・報酬等支給総額 2，101，808千円：令和 2 年度決算）
（法人の検証結果）
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合はやや高いものの、累積欠損はなく、対国家公
務員指数も100以下であるため、給与水準は適切であると考えている。

（文部科学大臣の検証結果）
　法人の職員の給与水準は、職務の特性や国家公務員、民間企業の従業員の給与等を勘案し、設
定の考え方を明らかにすることが求められており、国家公務員と比べて給与水準が高い法人は、
その合理性及び妥当性について、説明責任を果たすべきこととされている。（独立行政法人改革等
に関する基本的な方針（平成25年12月24日閣議決定））
　当該法人は、国家公務員の給与及び民間企業の従業員の給与等を総合的に勘案したうえで、職
員の給与水準を設定しており、法人における給与水準の妥当性の検証結果から、適切な対応が執
られていると考える。引き続き、適切な給与水準の設定に努めていただきたい。

講ずる措置 職員の給与水準については、今後も引き続き社会一般の情勢に適合したものとなるように努める。

区分 夏季（ ６ 月） 冬季（12月） 計

管理職員

一律支給分（期末相当）
％ ％ ％

56.1 56.7 56.4
査定支給分（勤勉相当）

（平均）
％ ％ ％

43.9 43.3 43.6
％ ％ ％

最高〜最低 46.2〜41.2 47.3〜40.7 46.2〜41.2

一般職員

一律支給分（期末相当）
％ ％ ％

57.8 57.4 57.6
査定支給分（勤勉相当）

（平均）
％ ％ ％

42.2 42.6 42.4
％ ％ ％

最高〜最低 47.1〜39.6 47.3〜39.0 46.2〜39.6

　　 ３ 　給与水準の妥当性の検証等
　　　事務・技術職員
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　　 4 　モデル給与

　　 ５ 　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

●事務・技術職員
（扶養親族がいない場合）
○22歳（事務局「係員」、大卒初任給）
　月額　182,200円　　年間給与　2,986,000円
○35歳（事務局「係長」）
　月額　287,400円　　年間給与　4,773,000円
○50歳（事務局「副課長」）
　月額　373,800円　　年間給与　6,290,000円

●教育職員（大学教員）
（扶養親族がいない場合）
○27歳（助教、博士修了初任給）
　月額　307,150円　　年間給与　5,034,000円
○35歳（助教）
　月額　349,850円　　年間給与　5,810,000円
○50歳（教授）
　月額　530,700円　　年間給与　9,047,000円

※ 扶養親族がいる場合には、扶養手当（配偶者6,500円、子
1 人につき10,000円）を支給（月額）

　職員の勤務成績に応じて、昇給、昇格及び降格の実施並び
に勤勉手当（ ６ 月期・12月期）支給割合の増減を行っており、
今後も継続する。

Ⅲ　総人件費について

区　　分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度

給与、報酬等支給総額
 （Ａ）

千円 千円 千円 千円 千円 千円

2，258，719 2，270，６59 2，211，295 2，148，009 2，101，808 2，078，939

退職手当支給額
 （Ｂ）

千円 千円 千円 千円 千円 千円

1６7，793 190，321 194，428 154，434 1６9，399 101，807

非常勤役職員等給与
 （Ｃ）

千円 千円 千円 千円 千円 千円

341，221 313，53６ 317，51６ 289，297 299，798 285，3６4

福利厚生費
 （Ｄ）

千円 千円 千円 千円 千円 千円

372，705 370，222 370，792 3６2，397 357，039 359，227

最広義人件費
 （Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

千円 千円 千円 千円 千円 千円

3，140，438 3，144，738 3，094，031 2，954，137 2，928，044 2，825，337

注： 「非常勤役職員等給与」においては、受託研究費等により雇用される職員に係る費用を含んでいるため、財
務諸表附属明細書の「18　役員及び教職員の給与の明細」における非常勤の合計額と一致しない。
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情報・資料 

・「給与、報酬等支給総額」の対前年度比が1.09％減となった要因
　定年等退職者の後任が若い年齢層になったことや常勤職員数の減少により、給与、報酬等支
給総額は減額となっている。

・「最広義人件費」の対前年度比が3.5％減となった要因
　上記に記載した要因による給与、報酬等支給総額の減少、定年退職者数減少による退職手当
支給額の減少により、最広義人件費は減額となっている。

Ⅳ　その他

　　総人件費について参考となる事項

　特になし
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人事
外 部 資 金外 部 資 金

民間等との共同研究の受入れ

研究代表者・職・氏名 相手方区分 金　額（千円）

もの創造系領域
　教　授　　内　海　政　春 独 立 行 政 法 人 3，850

もの創造系領域
　教　授　　風　間　俊　治 中 小 企 業 1，100

もの創造系領域
　教　授　　川　口　秀　樹 大 企 業 2６0

もの創造系領域
　教　授　　小　室　雅　人 中 小 企 業 1，100

もの創造系領域
　教　授　　清　水　一　道 中 小 企 業 429

もの創造系領域
　准教授　　KIM JIHOON 中 小 企 業 1，000

もの創造系領域
　准教授　　廣　田　光　智 中 小 企 業 ６50

もの創造系領域
　准教授　　湯　浅　友　典 大 企 業 700

もの創造系領域
　准教授　　中　田　大　将 独 立 行 政 法 人 800

もの創造系領域
　准教授　　中　田　大　将 独 立 行 政 法 人 500

しくみ解明系領域
　特任教授　岸　上　順　一 中 小 企 業 500

合　　　　　計（11件） 10，889

※大企業・中小企業の別は、中小企業基本法（昭和３8年法律第１５4号）第 2条による。
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研究代表者・職・氏名 委託先区分 金　額（千円）

もの創造系領域
　教　授　　清　水　一　道 中 小 企 業 ６50

もの創造系領域
　教　授　　吉　成　　　哲 独 立 行 政 法 人 2，275

しくみ解明系領域
　教　授　　徳　樂　清　孝 公 益 法 人 等 271

合　　　　　計（ 3 件） 3，19６

受託研究等の受入れ

外部資金

※大企業・中小企業の別は、中小企業基本法（昭和３8年法律第１５4号）第 2条による。
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奨学寄附金の受入れ

寄　附　者 目　的 金　額（千円）

株式会社構研エンジニアリング 工 学 研 究 助 成 1，000

株式会社構研エンジニアリング 工 学 研 究 助 成 1，000

株式会社構研エンジニアリング 工 学 研 究 助 成 1，000

一般社団法人ALC協会 工 学 研 究 助 成 1，000

一般財団法人北海道河川財団 工 学 研 究 助 成 400

西28デンタルクリニック 工 学 研 究 助 成 220

株式会社砂子組 工 学 研 究 助 成 2，000

国立大学法人室蘭工業大学 工 学 研 究 助 成 373

日本データーサービス株式会社 工 学 研 究 助 成 500

株式会社竹中工務店技術研究所 工 学 研 究 助 成 495

北海道三祐株式会社 寄 附 講 座 2，000

株式会社六興産商 工 学 研 究 助 成 200

公益財団法人栗林育英学術財団 工 学 研 究 助 成 300

合　　　　　計（13件） 10，488

外部資金
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その他の補助金の受入れ

事　業　名 研究代表者・職・氏名 事業元 金　額（千円）

「隠岐ユネスコ世界ジオパーク
学術研究奨励事業」

もの創造系領域
　准教授　　後　藤　芳　彦

隠岐ユネスコ世界ジオ
パーク推進協議会　　 200

「隠岐ユネスコ世界ジオパーク
学術研究奨励事業」

しくみ解明系領域
　准教授　　矢　島　由　佳

隠岐ユネスコ世界ジオ
パーク推進協議会　　 200

合　　　　　計（ 2 件） 400

外部資金
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人　事　異　動

国立大学法人
室蘭工業大学長発令

発令年月日 異　動　内　容 氏　　名 現　　　　　職

〈辞　職〉

令和 4 年 7 月31日 秋 岡 翔 太 大学院工学研究科博士研究員

〈雇用期間満了〉

令和 4 年 7 月31日 TRAN
VINH HA

大学院工学研究科博士研究員

片 岸 祥 帆 ものづくり基盤センター
技術補佐員

金 井 達 哉 ものづくり基盤センター
技術補佐員

石 田 達 也 ものづくり基盤センター
技術補佐員

〈雇用期間更新〉

令和 4 年 8 月 1 日 嘉　門　由華子 施設課事務補佐員

〈採　用〉

令和 4 年 7 月 1 日 大学院工学研究科技術補佐員（研究推進支援員） 宮　入　奈緒枝

令和 4 年 8 月 1 日 大学院工学研究科博士研究員 TRAN
VINH HA

人　　　事人　　　事
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学 内 会 議学 内 会 議

学内各種委員会等の開催学内各種委員会等の開催

＜ 6 月24日～ 7 月25日＞

開催日時 令和 4 年 6 月27日（月）
会 議 名  第 3 回学長特命連絡会Ａ

開催日時 令和 4 年 6 月28日（火）
会 議 名  第 8 回役員会

開催日時 令和 4 年 7 月 1 日（金）
会 議 名  第 2 回学長特命連絡会Ｂ

開催日時 令和 4 年 7 月 7 日（木）
会 議 名  第 4 回教育研究評議会

開催日時 令和 4 年 7 月 7 日（木）
会 議 名  第 9 回役員会

開催日時 令和 4 年 7 月12日（火）
会 議 名  第10回役員会

開催日時 令和 4 年 7 月14日（木）
会 議 名  第 3 回大学院工学研究科博士後期課程専攻長等会議

開催日時 令和 4 年 7 月19日（火）
会 議 名  第 2 回企画戦略会議

開催日時 令和 4 年 7 月20日（水）
会 議 名  第 2 回経営協議会

開催日時 令和 4 年 7 月20日（水）
会 議 名  第11回役員会

同じ日付でも
省略しないこと
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日　　　誌日　　　誌

同じ日付でも
省略しないこと

6 月18日（土） 2023年度 4 月入学大学院博士前期課程推
薦入試

6 月27日（月） 全学一斉構内クリーン作戦
7 月 1 日（金） 辞令交付
7 月 2 日（土） 令和 5 年度編入学一般入試
7 月 4 日（月）  「インスタで室蘭工業大学の魅力発見！

学生フォトコンテスト2022」表彰式
7 月 4 日（月） 辞令交付
7 月 7 日（木） 英語論文執筆セミナー「アクセプトへの

第一歩！英語論文執筆のAtoZ」
7 月12日（火）  オンラインセミナー「知らないと損す

る！ジャーナル・インパクトファクター
活用術2022」

7 月13日（水） 令和 4 年度アドバイザリーボード
7 月13日（水） オンラインセミナー「抄録・引用文献デー

タベースScopusの利用方法」
7 月14日（木） 科学研究費助成事業に係る説明会
7 月15日（金） 2022年度10月入学大学院博士前期課程外

国人留学生入試（国外出願）合格発表
7 月15日（金） 2023年 4 月大学院博士前期課程推薦入試

合格発表
7 月15日（金） 2023年 4 月入学編入学一般入試合格発表
7 月20日（水） 第 1 回定例記者懇談会
7 月21日（木） オンラインセミナー「研究力分析ツール

SciValの利用方法」
7 月21日（木） 福島成蹊高等学校進学説明会

学内行事学内行事

6 月25日（土） 令和 4 年度室蘭工業大学同窓会苫小牧支
部総会・懇親会（苫小牧）

6 月29日（水） 令和 4 年度日本工学アカデミー北海道支
部第 1 回理事会および理事懇談会（札幌）

6 月30日（木） 令和 4 年度室蘭工業大学同窓会札幌支部
総会・講演会・懇親会（札幌）

7 月 2 日（土） 室蘭工業大学インフォメーションキャラ
バン in OBIHIRO（帯広： 3 日まで）

7 月 4 日（月） 北海道工学教育協会理事会・総会（オン
ライン）

7 月 5 日（火） 国立大学法人学長・大学共同利用機関法
人機構長等会議（オンライン）

7 月 8 日（金） 第39回天城学長会議（伊豆：10日まで）
7 月13日（水） 令和 4 年度研究協力会総会（室蘭）
7 月14日（木） 北海道地区国立大学法人等職員統一採用

試験実施委員会作業部会（オンライン）
7 月15日（金）  大学新聞社主催大学入試・入学説明会

2022（千歳）
7 月19日（火） 国立大学法人会計基準の改訂に関する説

明会（オンライン）
7 月20日（水） 室蘭工業大学との高大接続事業「専門高

校フューチャープロジェクト」北海道札
幌工業高等学校（札幌）

7 月20日（水） 北海道札幌東陵高等学校進学説明会（札
幌）

7 月21日（木） 全国ダイバーシティネットワーク組織幹
事会（オンライン）

7 月22日（金） 令和 4 年度第 1 回北海道地区国立大学法
人等施設担当部課長連絡会議（オンライ
ン）

学外行事学外行事
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